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1．緒言
国立医薬品食品衛生研究所（国立衛研）は，共用部の

定期清掃において，廊下の洗浄および床ワックス塗布が
実施されている．年に 1 度実施される定期清掃は，所内
の衛生環境を改善するが，化学物質の微量分析を主な所
掌業務とする生活衛生化学部の 3 階南東エリアでは，洗
浄液や床ワックスに由来する化学物質がバックグラウン
ドとして分析業務に影響するおそれがあることから，あ
えて清掃は実施されていない．

床ワックス塗布作業は，一般的に床面の除塵作業後，
専用洗浄剤およびポリッシャーによる機械洗浄を行い，
床面を十分に乾燥させた後，最終的に床材に適したワッ
クスを均一に塗布する工程から構成される．これらの作
業に使用される業務用製品には，洗浄剤中のアルコール
類やグリコールエーテル類，ワックス中の可塑剤や樹脂

分散液などが含まれている1）．また，一度塗布した床
ワックスを剥離する製品にはグリコールエーテル類や界
面活性剤などが含まれている2）．

令和 7 年 1 月18日に行われた定期清掃作業において，
誤って該当エリアの廊下が床清掃された．直ちに床ワッ
クスの剥離作業が実施されたが，ワックス塗布やその剥
離作業が室内空気質に与える影響について国立衛研で分
析した報告例はない．本研究では，生活衛生化学部エリ
アの廊下や周辺の実験室において，床ワックス剥離作業
の前後における室内空気中化学物質濃度の推移を調査し
たので報告する．

2．材料および方法
2.1　サンプリング方法

室内空気中化学物質の捕集には，Tenax TA単層充填
捕集管（Markes International社製SafeLokTM仕様ステ
ンレス製）を使用し，その清浄化は捕集管をTC-20

（Markes International社製）に取り付け，100℃で 1 時
間，その後300℃で 2 時間加熱し，50 mL/minで窒素ガ
スを通気して行った．捕集にはGSP-400FT（株式会社
ガステック社製）ポンプを使用し，空気サンプルを
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50 mL/minで58分間採取した（積算体積として2.9 L）．
床から1.2 mの高さの空気試料を採取した．

2.2　調査対象地点及び調査期間
床清掃によるワックス塗布後， 4 日目に採取した室内

空気試料採取を「Pre-Stripping」とし，その 3 日後の床
ワックス剥離作業からさらに 4 日経過した空気試料採取
を「Post-Stripping」とした（Fig. 1 ）．サンプリング地
点は国立医薬品食品衛生研究所殿町庁舎（神奈川県川崎
市川崎区殿町 3 丁目）の生活衛生化学部エリアの 3 か所

［廊下（Hallway），生活衛生化学部実験室 1 （Lab.; 一
般実験室），生活衛生化学部微量揮発性有機化合物分析
室（VOC room; 陽圧制御特別仕様実験室）］の空気を採
取した．

2.3　分析方法
加熱脱離（TD: Thermal Desorption）－ガスクロマ

トグラフィー－質量分析計（GC-MS）による揮発性有
機 化 合 物（VOC） の 測 定 に はTD-30R及 びGCMS-
QP2020 NX（島津製作所社製）を使用した．測定対象
は，室内空気濃度指針値（指針値）が設定されている
VOC及び諸外国の規制当局において指針値等の設定さ
れているVOCを含む計92物質とし（Table 1 ）3-4），
ScanおよびSIMモードを高速にスイッチするFASST 

（Fast Automated Scan/SIM Type） で 測 定 し，
Toluene-d8を用いた内部標準法によって定量した．検量
線は0.5～100 ng（ 6 点）の範囲で作成し，得られた量は，
サンプリング時の積算体積（2.9 L）で除して，濃度（μg/
m3）として算出した．定量下限値は検量線の最下限値
に相当する0.17 μg/m3とした．すべての物質で，検量線
の相関係数（r）は0.99を上回り，良好な直線性を示した．

TD-GC-MSの分析条件は既報5-7）に従い設定した．
TD

空気試料の加熱脱離は，280℃で 8 分間，50 mL/min
の流速で行った．冷却トラップは−20℃に設定し，ト
ラップからの脱着は280℃で 5 分間実施した．ラインお
よびバルブの温度は250℃とした．
GC

Rtx®-1カラム（60 m×0.32 mm, 1 μm; Restek社製）

Fig. 1 　�Overv iew o f f l oo r wax app l ica t ion and 
stripping process and indoor air sampling

Table 1 　List of targeted chemicals
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を使用し，キャリアガスにはヘリウムを用い，流速は
40 cm/sec（圧力制御モード）に設定した．スプリット
比は20： 1 とし，オーブン温度は40℃から開始し， 5℃
/分の昇温速度で250℃まで上昇させた後， 3 分間保持し
た．
MS

インターフェース温度は250℃，イオン源温度は200℃
に設定した．スキャン範囲はm/z 35-450とした．

3．結果及び考察
床ワックス剥離作業前（Pre-Stripping）における

Hallway，Lab．，VOC roomの空気試料を採取し，TD-
GC-MSで分析した．その結果，測定対象とした92物質
のうち，88物質は「現時点では詳細なリスク評価あるい
は情報収集を実施する必要はない物質」8）とされる
10 μg/m3を 下 回 る 5 μg/m3以 下 で あ っ た． 他 方，
Acetone，Ethyl acetate，Hexane，および指針値設定
物質であるTolueneの 4 物質については，少なくとも 1
地点で 5 μμg/m3以上の濃度が検出された（Table 2 , 
Fig. 2 ）．特に，Hallwayにおける 4 物質の濃度は，それ
ぞ れ70.9 μg/m3，9.87 μg/m3，26.5 μg/m3， お よ び
7.43 μg/m3であり，他のサンプリング地点と比べて高濃
度であった（Fig. 2 d （A））．なお，測定対象物質のうち，
Tolueneを含む指針値設定物質においては，いずれも当
該指針値3）未満であった．

これら 4 物質について，床ワックス剥離作業前後の推

移を検証した結果，剥離作業後（Post-Stripping）は全
ての地点でAcetone濃度が低下し，特に，VOC roomに
おいて，36.9 μg/m3から4.70 μg/m3へと顕著な低下が認
められた（Fig. 2 （A-C））．これはVOC roomが陽圧制御
特別仕様の換気システムを採用していることが要因と考
えられた．

Acetoneは床ワックス塗布前の洗浄剤に溶媒として高
濃度に含有され1, 9），特定のコーティング剤で塗膜の剥
離や脱脂洗浄，器具洗浄などの補修作業に使用されるこ
とがある10）．洗浄液に使用される他のVOCと比べて，
低沸点のAcetone濃度が高かった原因としては，高濃度
にAcetoneを含有する製品の大量使用に加え，多孔質の
床材等への吸着・徐放の影響が考えられた．実際，材質
や換気率の違いでVOCの放散速度が異なることが報告
されている11）．これらのことから，床ワックス塗布前の
洗浄剤がAcetoneの汚染源である可能性が示唆された．
今後，Acetoneを測定対象とする実験を行う際は，床
ワックス塗布作業の影響に留意する必要がある．

4．結語
床ワックス塗布作業後において，特にAcetone濃度が

高く，剥離作業後にAcetone濃度の低下が観察された．
この低下は特に陽圧制御特別仕様実験室で顕著であっ
た．Acetoneは床ワックス塗布前の洗浄剤に大量に使用
されるため，Acetoneを測定対象とする実験を行う際は，
床ワックス塗布作業の影響に留意する必要がある．

Table 2 　Changes in the VOC concentrations of Pre-Stripping and Post-Stripping

Fig. 2 　Changes in the VOC concentrations of Pre-Stripping and Post-Stripping （A） Hallway, （B） VOC room, （C） Lab.
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